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4 —アッ ラーへの いざない 


• 人間社会の 宗教に 対する 必要性は、 ちよう ど 肉体の 魂に 対する 必要性の よう な ものです。 
そして 魂を 失った 肉体が 廃れる ように、 宗教を 失った 社会は 現世と 来世に おいて 廃れる 
のです。 

• 諸 使徒を 遣わす という アツ ラーの 恩恵： 

1— 偉大 かつ 在 厳なる アツ ラーの ご 慈悲は、 全てを 包含し ます。 そして アツ ラーは そのし 
もべ たちに 対する ご 慈悲 ゆえに、 彼らの 主で あり 創造主で あり 糧を お恵み 下さ る お 方を 彼 
らに 知らせ、 かつ かれの お 悦びになる ことを 彼らに 教え、 また かれに 何ものを も 並べる こ 
となく かれを 崇拝 し 服従す る ことへ と 彼らを いざない、 かれに 従う 者には よき 報奨が あり 
反抗す る 者には 懲罰が あると いう ことを 伝える ために、 諸 使徒を 遣わされ、 諸 啓 典を 下さ 
れ たのです。- それで 彼らの 内の ある 者は アツ ラーが お導きに なり、 また ある 者には （真 
理 からの） 迷妄が 運命 付けられた。， （ク ルアー ン 16: 36) 

2 — そして 人々 の 信仰心が 弱 まって シルク 1 に 陥る たびに、 アツ ラーは 彼らを タク ヒー/^ と 
かれのみ への 崇拝へ とい ざな う 使徒たち を 遣わされ ま した。 このよう にして 使徒は 歴史上 
途絶える ことなく 遣わされ てきた わけです が、 全ての 使徒は その 民の みを 対象と して 遣わ 
されて きました。 そして それは、 最後の 預言者で あり 使徒たち の 長で ある ムハンマド （彼 
に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 出現に よって 終結を 見ます。 つまり アツ ラーは 預言 
者 性と 使徒 性を、 彼を 遣わす ことで 締めく く られ たのです。 

• アツ ラーは その 使徒と して ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） を お選び 
になり、 彼に 導きと 真理の 教えを 携えさせて 全人 類へ と 遣わされました。 そして アツ ラ 
— の 使徒 (彼に アツ ラ 1 2 — からの 祝福と 平安 あれ） は アツ ラ' 一 のメ ツ セージを 人々 に 伝え、 
委ねられた 信託を 果たし、 社会に 教訓を 与え、 アツ ラーの 道に おいて 奮闘し ました。 そ 
して それ 以後は 破滅を 定められた 者 以外に 決して 道を 踏み 誤る ことのない ような、 夜 も 
昼の よう に顕 わな 真理の 光の もと に その 共同体を 導いた のです。 

• 預言者と 使徒の 任務： 

預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 最良 かつ 最後の 預言者で あ 
り 使徒で あるので すから、 その 共同体 もまた 最良 かつ 最後の 共同体で あると 言えます。 そ 


1 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「シルクと シルクの 種類」 の 項を 参照の こと。 

2 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「タウ ヒー ドと タウ ヒー ドの 種類」 の 項を 参照の 
こと。 
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れで アッ ラーは この 共同体に、 預言者と 使徒の 任務を 与え られ たのです。 

預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は アラビア半島 という 周知の 
場所に おいて、 23 年間 人々 を アッ ラーヘと いざない 続けました。 その 布教は 彼の 家族を 始 
め、 その 近親、 その 部族、 そして マッカの 民と その 周辺の 住民たち、 アラブ 人、 全人 類、 
とその 時代に おいて 可能な 限りの 人々 に 隈なく 及びました。 彼は S らを 全人 類への 使徒、 
万有への 慈悲で ある こと を 明確に しつつ 人々 をい ざない、 そして 人々 は アッ ラーの 宗教を 
次々 に 受け 容れ ていった のです。 

1— 至高の アッ ラーは 仰ら れ ました：- そして われら （アッ ラーの こと） は あなたを、 福 
音と 警告を 告げる 者と して 人類 全てに 向けて 遣わした。 しかし 多く の 人々 は 知らないの だ。， 

(ク ルアー ン 34 : 28) 


2 — 至高の アッ ラーは 仰ら れ ました：- そして われら （アッ ラーの こと） が あなたを 遣わ 
したのは、 全世界への 慈悲 ゆえに 他なら ない。， （ク ルアー ン 21 : 107) 

• 導きの 要因： 

人々 は 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 時代、 様々 な 要因に 影響され て 
イス ラームを 受け入れました。 その内の 主要な ものを 以下に 挙げてみ ましよう： 

1— 言葉に よる 布教： 例えば 預言者 ムハンマド （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） が 
アブー. パク ル や ハ ディージ ャや アリー （彼らに アッフ 1 一 のこ 満悦 あれ） ら に対して t 了っ 
たよう な もので、 彼らは それに よって イス ラームを 受容し ま した。 

2 — 学習に よる もの： 例えば ウマル. ブン. アル = ハッター ブ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あ 
れ） は その 妹 ファーティマ とその 夫 サイード •ブン .ザ イド、 そして ハッパー ブ •ブン . 
アル ニア ルスが 彼女の 家で ク ルアー ンを 学習して いる ところに 出くわし、 そこで ク ルアー 
ンを 耳に し、 また 読む ことで 影響され、 ついには 導かれました。 また ウサイ ド • ブン •フ 
ダイ ルと サアド. ブン .ムアー ズ （彼らに アッ ラーの ご 満悦 あれ） も 同様に、 マディーナ 
で ムス アブ. ブン •ウ マイル （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） が 開いて いた 勉強 会に 参加す 
る ことを きっかけに 改宗し ました。 

3 — ムス リ ム たちが 行って いた イ バー ダ （崇拝 行為） に 影響され て： 例えば ヒン ド. ビン 
卜 .ウト ゥバは マッカ 開放の 年に ムス リ ム たちが ハ ラーム. モスク （マッカの カ アバ 神殿 
を 擁する モスク） で 礼拝す るのを 目に し、 改宗し ました。 また スマ ー マ •ブン •ア サール • 
アル ニ ハナ フイ ー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は、 ムス リムたち が 預言者 モスクで 行う 
崇拝 行為の 様子に 心 打たれて イス ラームを 受け入れました。 
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4 — 施 しや 気前の 良さ ： 例えば サフ ワーン •ブン • ウ マイヤと ムアー ウイ ヤ （彼らに アッ 
ラーの ご 満悦 あれ） は、 マッカ 開放の 年に 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
から 財を 贈与され て 改宗し ました。 また ある 者は 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 
あれ） から 谷 一杯の 羊の群れを 贈与され て 改宗し、 その 改宗に よって その 民 全てが イスラ 
ームを 受け入れる という こと も ありま した。 

5 — 高徳と 善行と 他者 優先の 精神、 慰めの 心 や 正直 さ。 至高の アッ ラーは 仰ら れ ました： 

- そして あなたは この 上ない 高徳の 持ち主で ある。， （ク ルアー ン 68: 4) 


• 人類への 布教と イス ラーム 共同体の 義務： 


偉大 かつ 莊 厳なる アツ ラーは イス ラーム 共同体に、 諸 預言者と 諸 使徒の 任務を 与える と 
いう 栄誉を 授けられました。 その 任務とは つまり アツ ラーへの いざない であり、 アツ ラー 
は 布教の ため の 領域 となる 国々 や 人々 を 審判 の 日 ま で 地上の あ ら ゆる 場所に 存続 させられ 
るので す。 

預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は その 教友 たちの 内に 2 つの 
ことが 達成され るまで、 努力 奮闘し 続けました。 そして その 2 つの こととは： ① 彼らの 人 
生に おいて 宗教を 根付かせる こと、 そ して ② 人々 の 人生に おいて 宗教を 根付かせる こと、 
です。 また 彼は、 教 友たち には 審判の 日の 到来の 時まで イス ラームが 到達して いない 土地 
や 民に 対して 布教の 責任が ある ことを 教え、 また ムス リムは イ バー ダ （崇拝 行為） という 
個人的 目的を 放棄す る こと において 報いを 受ける と 同様に、 布教と いう 集団 的 目的の 放棄 
においても 報いを 受ける の だとい うこと を 伝えました。 そして これらの ことが 伝達され 準 
備 された 後、 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーは 彼を 御 許に 召され ま した。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- あなた 方は 善を 命じて 悪を 禁じ、 かつ アツ ラーを 
信仰す ると ころの、 人類に 出現した 最高の ウン マ （共同体） である。， （ク ルアー ン 3: 
110 ) 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- そして あなた 方の 内から、 よき ことへ とい ざない、 
善を 命じて 悪を 禁じる ウン マを 誕生させる の だ。 彼ら こそは 成功者な ので ある。， （クル 

アーン 3 : 104) 


3 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- 言え、 「これ こそは 私と 私に 追従す る 者たち が、 
慧眼を もって アツ ラーヘと いざな うと ころの 道で ある。 崇高なる アツ ラーよ。 私は シルク 
の 徒では ない の だ。」， （ク ルアー ン 12 : 108) 
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上記の ク ルアー ンの 句に ある 「慧眼 （アル = バス ィー ラ）」 は、 3 つの ことに 関連して い 
ます： つまり ① いざな うに 先駆けての 知識、 ② いざな うに あたっての 柔和 さ、 ③ いざない 
始めた 後に 受ける 様々 な 苦難に 対する 忍耐、 のこと です。 

• 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の教 友たち は、 彼 自身から 布教に あたっ 
ての 手法 や 手段を 学びました。 そして 彼 以後の 布教の 任務を 引き継ぎ、 彼らの 休息 や 欲 
求を 犠牲に し、 住居を 後に し、 世界に 布教す る ことに 生命と 財と 時間 を 費や したので す。 
こう して 彼らは 偉大 かつ 荘厳なる アッ ラーヘと いざな う 者たち となり、 「ラー •イラ ー 
ハ. イッ ラッ ラー （アッ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものは なし」 という 言葉を 掲げて シ 
ヤー ム 地方 （現在の シリア、 パレス ティナ 周辺の 土地） や イラク 地方、 エジプト や北ア 
フ リカ、 ロシア や 海の 向こうな ど、 地の 東西を 駆け巡りました。 

• そして 彼らは それらの 国々 を 支配 下に いれ、 イス ラームは 広まりました。 シルクの 場所 
にタ ウ ヒー ドが、 不信仰の 場所に 信仰が 取って代わった のです。 そ して 学者 や 布教 者、 
イ バー ダ に 没頭す る 者 や 現世 か ら 遠ざかる 者、 義人 やイ ス ラームの ために 奮闘す る 者な 
どが 現れ、 ムス リム 世界は 安定 期に 入りました。 

參 これが イス ラームの 最盛期と 呼ばれる もので、 彼ら こそが アツ ラーが お 悦びに なられ、 
かつ 彼ら も かれから の 恩寵 という 喜びを 満喫す る 者たち です。 そして また 彼ら こそは、 
アツ ラーと の 契約を 実現した 者たち なのです。- そ して ムハー ジルー ンと アンサー ル 3 の 
先駆けた 先人たち と、 イフ サーン 3 4 を もって 彼らを 踏襲した 者たち は、 アッ ラーが お悦 
びに なられ、 彼ら も アッ ラーに 満足す る。 そして （アッ ラーは） 彼らの ために、 その 下 
を 河川が 流れる 天国を ご用 意され た。 彼らは そこに 永遠に 留まる。 それ こそは この 上な 
V 、偉大な 勝利な の だ。， （ク ルアー ン 9 : 100) 

• 宗教 的 行為の 現世 的 行為に 対する 優先： 

預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） とその 教 友たち （彼らに アッ ラーの ご満 
悦 あれ） は 財 や糧を 稼ぐ こと や 合法的な 物事を たしな むこと よりも、 宗教に おける 努力と 
布教を 優先した 結果、 人生に おいて 財 や 物資の 欠乏に 晒されました。 しかし その 一方では 
信仰心と 善行の 増加を 見、 また 真の 高徳が 発揮され、 更には 多くの 国々 が 彼らの 支配 下に 
入った のです。 

しかし 現代の 多く の ムス リ ムは財 や糧を 稼ぐ こと を 宗教に おける 努力と 布教に 優先 させ 
た 結果、 財と 物資 においては 豊かに なった ものの、 信仰心と それに 沿っ た 行いの 欠乏が 見 
られ ます。 こう して 彼らの 人生には 2 つの 要素が 現れました： つまり ① 財を 収集す る こと 

3 訳者 注： 「ムハー ジルー ン」 は マッカから マディーナ へと 宗教 迫害を 逃れて 移住した 信仰者で、 「アンサ 
ー ル」 は 彼ら を マディ ーナで 迎え入れ、 財 や 住居な どの 物質的 側面と 精神的 側面から 援助 した 信仰者たち 
のこと です。 

4 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「イフ サーン」 の 項を 参照の こと。 

4 



に 躍起になる ことと、 ② 欲望の 追求、 です。 


こう して 本来の 目的が 変化して 現世 的 側面と 肉体 面が 強くな り、 宗教 的 側面と 精神 面が 
弱くな りました。 また 努力は 宗教では なく 現世に 対して 払われる ようになり、 宗教は あた 
かも その 後見人を 探して 人の 周りを 徘徊す る 孤児の ような 有様に なって しまいました。 と 
いうの も 人々 が 現世と 欲望に 勤し むように なって しまった からです。 

• 宗教の 永続： 

しかし イス ラームの 教えは 審判の 日まで、 永続し ます。 そして アツ ラーが 全ての 物事に 
終結を もたらされる その 時まで、 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 
の 共同体の 一派が それを 実践し、 かつ そこに おいて 援助され 続ける のです。 彼ら こそは 「勝 
利す る 一派」 と 呼ばれる 者たち です。 


ムアー ウイ ヤ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「アツ ラーが 全ての 物事に 終結を もたらされる その 
時まで、 私の 共同体の 一派は アツ ラーの 宗教を 実践し、 かつ そこに おいて 他の 者たち に 勝 
利し 続ける であろう。 彼らを 棄て 去る 者 も、 挟を 違える 者 も、 彼らを 害する ことは ない の 
だ。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 5) 

• 至高の アツ ラーヘと いざな うことの 徳： 

信仰して イ バー ダ （崇拝 行為） を 行い、 かつ 人々 を 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーヘと いざ 
なう 者は、 以下に 挙げる ような 様々 な 物事に よって 栄誉を 授けられる でしょう： 

アツ ラーは、 例え ビラール や サル マーン （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） のように 威 
信を 備えて はいなかった よ うな 者に でも、 威信を 授けて 下さいます。 

アツ ラーは その 者の ために あらゆる 宗教 的 行為に 愛着 心を 湧かせられ、 それを 行い、 
また そこへ と 人々 をい ざな うよう にさせられます。 

アツ ラーは 被 造 物の 心の中に、 その 者に 対する 愛情を 植えつ けられます。 

アツ ラーは その 者を 周囲の 虚妄から 守って 下さいます。 

アツ ラーは その 御 許からの 見えない 勝利で もって、 その 者を ご 援助され ます。 

アツ ラーは その 者の 祈り を 叶えて ご覧に なり、 また 威厳を お授けに なり ます。 

5 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （71 )、 サ ヒー フ .ムス リム （1037)。 文章は ムス リムの もの。 
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その 者を 通じて 導かれたり、 布教した りする ようになった 者が 手に する 報奨と 同様の 
ものが その 者に も 与えられ、 また 宗教に おける 正し さと 更 なる 導きが 授けられます。 

1— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- そして アツ ラーヘと いざない、 善行を 行い、 「私 
は ムス リム （アツ ラーに 服従した 者） である。」 という 者よりも、 優れた 言葉を 語る 者が あ 
ろうか？， （ク ルアー ン 41: 33) 

2 — アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「誰かを （イス ラームに） 導いた 者には、 そ 
れに 従った 者が 得る 報奨と 同様の ものが 与えられる であろう。 そして それに も 関わらず、 （そ 
の 追従した 者が 得る） 報奨からは 少しも 差し引き される ことは ない の だ。 また 誰かを 虚妄 
へと 導いた 者には、 それに 従った 者が 行う 罪悪 （に対する 報い） と 同様の 罪悪 （に対する 
報い） が 与えられよう。 そして それに も 関わらず、 （その 追従した 者が 得る） 罪悪 （の 報い） 
からは 少しも 差し引き される こ とはない の だ。」 （ムス リ ムの 伝承 6 ) 

3 — サ ハル. ブン. サアド （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラ 
一からの 祝福と 平安 あれ） は ハイバルの 役で、 アリー. ブン .アビー. ター リブに こう 言 
いました： 「落ち着いて 彼らとの 戦いの 場へ と 赴き、 彼らを イス ラームへ とい ざな うの だ。 
そして 彼らに、 そこに おける アツ ラーの 権利と して 彼らに 義務付けられる ものを 教えよ。 

ア ツ ラーに かけて。 ア ツ ラーが あなたの 手に よって 1 人の 者を 導かれる ことは、 赤 ラク ダ 7 を 
得る ことよりも あなたに とってよ いこと なの だ。」 （アル ニ ブ ハー リーと ムス リム の 伝承 8 ) 

• 人々 の 行為の 種類： 

人々 は その 行為に おいて、 2 種類に 区分され ます： 

つまり ① 現世に おいて 努力し、 そこを 去り 行く 者と、 ② 来世の ために 努力し、 死後に そ 
れを 見出す 者です。 そ して 後者 こそが 信仰者な のです。 

来世 ゆえに 努力す る 者は、 更に 2 種類に 分けられます： 

1 — v f バー ダ （崇拝 行為） のみに 努力した 者： その 死後、 彼の 行いは 以下の 3 種の もの 以 
外は 彼を 益す る ことがあ りません： ① 死後 も その 益が 継続す るよう な サダ カ （施し）、 ②そ 
の 死後 も 人々 を 益し 続ける よう な 知識、 ③ 彼のた めに 祈る 清廉な 子息。 

6 サ ヒー フ .ムス リム （2674)。 

7 訳者 注： 当時の アラブに とって 最も 貴重な 財産の 1 っと 言われます。 このように 預言者 （彼に アツ ラー 
からの 平安と 祝福 あれ） は 折に 触れて、 来世の 諸事 象を 現世の ものを 用いて 分かりやすく 説明し ました。 

8 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （4210)、 サ ヒー フ .ムス リム （2406)。 文章は ムス リムの もの。 
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2 —イ バー ダと アツ ラーへの いざない に 勤し み、 アツ ラーの 御言 葉の 興隆の ために 努力を 
惜しまなかった 者： このような 者の 行いは、 その 死後 も 継続し ます。 というの も 彼が 原因 
で 導かれた 者たち が 得た 報奨と 同様の ものが、 審判の 日まで 彼の もと にも 与えられる こと 
になる からです。 

至高の アツ ラーは 仰ら れ ました：- あなた 方は ハ ツジに おける 水の 供給と ハ ラーム. モ 
スタの 管理 （を 行う 者） を、 アツ ラーと 最後の 日を 信仰し、 アツ ラーの 道に おいて 努力 奮 
闘す る 者と 同様で あると する のか？ アツ ラーの 御 許で、 彼らは 同等では ない。 アツ ラーは 
不正を 行う 民を お導きには ならない の だ。 信仰し、 ヒ ジュラ 9 し、 その 財と 生命を もって ア 
ツ ラーの 道に 努力 奮闘した 者 こそは、 アツ ラーの 御 許に おいて この 上な く 高い 位階に ある 
の だ。 彼ら こそは 勝利者で ある。 彼らの 主は 彼らに、 そのご 慈悲と ご 満悦と、 絶える こと 
のない 安寧で 満たされた 楽園の 吉報を お告げになる。 彼らは そこに 永遠に 留まる の だ。 実 
に アツ ラーの 御 許に こそ、 最高の 報奨が ある。， （ク ルアー ン 9 : 19— 22) 


9 訳者 注： 「ヒ ジュラ」 の 元々 の 意味は 何 かを 避ける ことを 意味し ますが、 ここでは マッカから マデイ ー 
ナヘの 宗教 迫害を 回避しての 移住、 いわゆる 「聖 遷」 のこと。 
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